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新中国における
三反、五反運動と運動下の財経工作
木毅
The San Fan Movement， Wu Fan Movement and 
other Financial， Economic W orks under these 
Movements in New China 
Takeshi Miki 
Abstract 
Between the end of 1951 and June 1952， the San Fan Movemヨntamong govern-
ment workera was directed against corruplion， wast色 andbureaucratism (what 
are calIed three evils)， and the Wu Fan Movement among private enterprises 
against bri!:J巴ry，tax evasions， theft of state property， cheating on governm巴nt
contracts and stealing economlc information from governm叩 tsourCe3 for 
private speculation (what are called fiv巴 vices). 
The San Fan and Wu Fan mOvements we，e social reform movements， chang-
ing Chine培 customsand traditions; and they were movements remoulding 
industry and comm巴rceat the same time. During these movεments， som3 
problemヨinabjusting publ ic-pri vat告 and la:，ol1r-capi1.al relations rose on a 
n巴wbasis; (1) to guarant三erea二onaoleprofi1. on proc巴認ingwork and order 
of commodity， (2) to wo， k O.lt specifications in proc巴ssingwork and purchase 
orders， (3) to activate th~ interflow of goods both betwe叩 cityand country-side， 
and between dom巴sticand foreign market， (4) to reduc白 bankrate， (5) to 
abjust taxation， (6) to abjust labour.capital relation， (7)to sweep out tke~ eviIs 
and fi v巴 vices.
Chinese sociaty， nョmely，New-ヨemocraticscoiety， waS bac己d on the "tate-
oW.led economy and thヨprivat巴 economy. Therefore， i t madeιhin巴E巴 sociIist
revolution to have two more charactョrs:that of th白 ~ocialist revolution and 
tJ1:lt whi.ch developed th3 b:lsis role of Bourgとo-democraticre"iolution. That 
democratic reform was badcally completed through San Fan and Wu Fan move-
ments. Cons日quently，San Fan and Wu Fan mo，"ements w己正巳 probably not 
only on巴 partof Chin巴3socialist revolut;on， but its turn'ng point. 
I題開
一九五三年は新中国において極めて意義ある年であるO 一九五三年は実に第一次五ヶ年計主u
の起年であった。
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中国}~命の歴史的過程は，周知のとおり，二つの段潜に卦れなければならないとされている。1
その第 a段階は民主主義的革命であり，その第二段階は社会主義的革命である。革命の第一段
階で殖民地的，半殖民地的，半封建的社会を改変して新民主主義的社会とし第二段潜で社会
主義的社会を建設するとされている。新民主主義的社会は，社会主義，~~]社会を建設するための
いわば過肢としての社会である。一九四九年中華人民共和国の成立は新民主主二義'[/，)革命が原ミIJ
的に終了し，新国家が新民主主義約社会として発足したことを意味し，同時に革命の段濯が社
会主義拘革命にふみいったことを表示Lている。
新民主主義的社会はその成因として社会主義的性格の公経済と資本主義的性格の私径済をも
っO 新民主主義的社会における財産の根本原則は「経済の工業化』であるとされる。したがっ
て新民主主義的社会において財経の規実的任務ば公経済を発展させ，私径済を改造L，経済の工
業化を実現することである。しかし経済の工業化のためには，まず、破壊した経済を[亥復させな
ければならない。一九子王三年国民l径済の社会主義的工業化，大規模経済建設を目的とする第一
次五ヶ年計劃が開始されたことは，一九五O年から五二年にL、たる期間vこ，国民経済が骸復し
その工業化のための準備工作が完了したことを示すものである。もし新民主主蓑的社会を， し
たがって社会主義的革命をいくつかの小段暗に区分するとすれば，一九五つ年から五二年にい
たる三ヶ年を第一段躍，それ以後を第二段階の如くなしうるであらう。この段階はさらにいく
つかの環節に，たとえば，第二段階を第一次五ヶ年計書[j，第二次五ヶ年計劃，第三次五ヶ年汁
主!Jの如く分類することが可能であらう。
一
た財経工作によつて， さら印vこ三ケの環節節εに区分される。 一九五O年三月の統一国家財政経済
工作，同年六月のごr:商業の調整および五一年ト一月の三氏五反運動と当運劫下の増産節約運
動，披~Rß物資交流運動は，各々のもつ性格から，劃期的な革命の財経工作えの転形とみなすこ
とができる。
統一国家財政経済工作とT.商業の調整についてはすでに紹介の機会が与えられたY 小論に
おいては主として三反，五反運動と当運動下のj討経工作について述べたいと思う。
n .=:反、王反運動の動機
新民主主養的社会における 3 経済構成要因は国営経済，合作社経済，農民と手工業者の個体
経済，個人資本主義経済および国家資本主義経済の五であるY 新民主主義的社会における財
1 毛沢東新民主主義論.
2 三木毅新中国における統一国家吋政経済について，~蘭工業大挙，研究報色第一巻，第三号.
三木毅新中国における工商業の調整について， 京都大学，経済論議，第じ二巻，第六号.
3 '1同人民協同会議共同綱領，第二卜六条.
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経工作の究極の目的は共同制領第三条に指示される『経済の工業{[:cJ]である。 したがってこの
社会における財経工作の根本方針は，国民経済の工業化のため，いかにして各社会怪済要因を
分工合作させるかにある。経済の工業化は社会主義的社会建設Jの物的条件であり，社会主萎的
革命の財経的顕現であるから，各社会経済要因の分工合作は単なる令業協同ではなく，社会主
義的性格をもっ国営経済の指導権を確立し農民手工業者の個体笹済を半社会主善的性格の合
作社経済に組織化し，個人資本主義経済を国家資本主義{とする革命的諸過程を意味している。
一九四)L年中央人民政府の樹立は政治的統一の実現を表しているが，経済的統→の実現を表
すものではなかった。成立期の社会の経済的基盤は国民経済ではなく， 辺区経済である。 こ
イシアレージヨシ
の政治の統一性と経済の分割性の矛盾は国家財政収支の不均衡と金政物価の大波間となって表
れ，城郷交流を阻害し，経済生産性を著しく制約した。したがって開国当初において経済を快
復させるため，経済的統ーを実現し，かつは社会主義的革命の転形としての計劃的綜合的財経
工作を実施することが強く要望されたので、ある。財政収支の統一管官，物資の統一訊j配および
現金の統一管理の三基木内容をもっ統一国家財経了.作は，まさしくこの要詰に立つ財経工作で、
あった。
統一国家財経工作によって経済的統一・は実現し財政収支は平均に近づき，通貨膨5[は停止
し，物価は安定に向ったので、あったが，同時に私営工商業に休業倒産等の恐慌現象が発生した。
これは統一国家財ー経工作が統一的綜合的であるため，公私の分工合作について具体的個別的な
施策にかけた結果で、あるともみられるが，私営工商業の困難が荘事態に則応Lえない無計ili:IJな
生産と放漫な経営に基因する必需的結果であって 4 もはや私営企業の生産性向上が従来のい
わゆる利用，制限の限界内においては不巧能であり，革命がすで?と改造を必要とする段階に発
展したことを明かにするものであった。当時中国は『大国家小生産dl5 の状態で、あって，この
小生慌にしめる私営企業の比重はに業において五六.二%，商業において五五.六%であり 6
広大な人民の需要に対して，いまだ私営企業の果す役割はきわめて大きく，統一国家財政経済
工作によってっくりだされた新しい基礎における私営企業の方途を指向する公私分工合作の具
体的方法が必要となった。ときにく公私企業の調整と税収の調整を工作差点とする，いわゆる工
商業の調整は力rrc，製作注丸収買等による公私合作の具体的方訟を指示したのである。
工商業の調整は国家機関と公営企業からのか~J二と製作発注による私営企業の国家資本主主的
改造工作であるが，なお私営企業の合理利潤，加工および製作の規格に関して適確な指示にか
4 陳雲(中央人民政府政務説副総理1兼財政経済委員会主任)，関於経済形勢，調宅全工尚業和調整税収
問題，一九五O年六月十五日，中国国際貿易促進委員会編，三年来新中国経済酌成就，P.42. 
5 章乃器，調整工商業問i憩，中国経済的改造， P. ]23. 
6 陳宣言，関於経済工作和財政工作品報告，一九五一年十月二十五日，中国国際貿易促進委員会踊，
三年来新中国経済的成就， P. 80. 
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け，そのため土作宍泊中に去利と手ぬき日べらし等の現象を発生させた。これらの公私調整上
の諸問題ぽ朝鮮事変の勃発による抗美援朝運動によって極めて特異な形で、現れている。抗美援
朝運動は土地改革，反革命鎮圧運動とともにすで、に一九五C年六月以来一年にわたって展開さ
れた運動であるが，公私調整 l~.の諸問題はこの運動の過程に発生L表前イヒLたものであった今
抗美援朝運動の木賞は国l坊を充実することであった。国!坊を充実するには本来経済，支化等
の事業に使用される財力を国に転用しなければならない。 Lかし国家財経工作の基本課題で
ある怪済の依復発展の上からは経済，文化等の国家建設経費を削減することは不i可能'で、あった。
因坊のだ実と経済の険復発展という相反する二つの条件を同時に満足させるためには3 ・)Jに
おいて経済の生産性を増強し他方において財政収入を迅速に増加するとともに政府機関の経
費を大量に節減しなければならない。一九五一年十一月節約増産運動が抗美援朝の完全勝利を
支持する全国規模の大衆運動と Lて実:地される所以であった07
増産節約運劫は，労働者，農民を中伎とし膨、肝として全国に拡大し，増産，節約の顕著な実
績をあげ，経済の急速な快復と発展の有利な条件を創造しつつあったとされていたのであるが，
政府機克人民に官僚主義的な指導や受賄，質汚があり，私営企業に暴利，日べらし等の事肢が
発生しそれらが運劫の正常な展開を著しく拘束する原因となった。新国家の膨脹が急激であ
ったため，政府機関に国民党政府機関人員の日用を必要としまた人民の需要を充足するため
私営企業の存在が必要であった。しかし政府陸関人民と私営企業の前時代性に匹胎する事故が
国家財経工作の前迭を制約することとなれば，当然そこに厳格な改造が要請される。
かくて一九五一年末から五二年上半期において政府機関人民に対する三反運勃，私営T商業
者に対する五反j軍司が激しく展開されたのである。
費 増産節約運動と三皮、主反運動の展開
J三反，五反運:9]は，前節で明かにしたやうに，社会主義的革命における一連の工作の一環で
あって，これだけを切離して考えるわけにはゆかない性質のものである。これを説明するため
にはまづ統一・国家財経工作とこに商業の調整を詳かにしなければならなし、。 しかし前記工作はす
でに紹介の機会があったので、こ Lではふれない。
三反，五反運動の直接的な劫機となったものは増産節約運動であった。増丙節約運引は「全
国的な生産増加と節約励行の広範な大衆運開を畏聞い現生産設備の潜在能力を十分に発揮し，
経営管却を改善し，国家財力を増加し以て抗美援朝の完全勝利を支持するJ8方針に基くも
7 李'81;春(中央人民政府政務主主財政経済委員会副主任入 <1.'同工業約日前情i5O;f[)我門的努力方向，
一九五一年ト月三十一日，上場者， P. 85. 
8 李冨春，中国工業下of，1 話J情ìf~ 干IIIP']的努力ブj向，中同国際貿効促進委員会編，三年来新中!司経済
的)}<.枕.P. 87. 
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ので，そこに明かなとおり，当運動の目的は抗美援朝を完遂することにあった。
増産節約運動の重点は以下の諸工作におかれている 09
(一〉 生産増加l 現存設備の生産力発揮を増産の主要源泉と L，国営企業の試備利用率を01
上げるO 当時，たとえば重工業において，発電設備の利用率は平均三五%J機棟工業誌備の運
用率は五五%前後にすぎない。原料不足により，特に原料を節約して増産を行う産業部門を除
き3 利用率の引上は一般に技術管理と生産組織の改善3 機械の倹査修復，保護と保安活動，現
設備の調整と補充，その平均的な使用と配合の強力日による。生産増加のため，品質を高め不良
品を減少させることが必要である。企業の低い技術水準，管理制度の不建全，設備機械の不十
分，大量の新労働者の増加等が，品質不良と廃品の原因であるから，まづ作業規定を作り，系
統的な製品検査制度を立てる。
(二二〉 生産費の低減 定額管理の強加と原材料消粍の減少は生産費低減の関鍵であるO 大材
小m.優材劣用の現象を克復し，局，工場s 職場開の労働組織と智邸機構を改善し，管理費用
を低減する。
(三〉 資金管理の強加と資金の節約 資産整理と資金査定のヱ作を進め， 退蔵材料の整理と
在庫商品の計劃的な販売をはかり 3 特に流動資金の査定を更新する Q
(四〉基本建設工作の推進と基本建設の重大な浪費現象の減消 基本建設における国家財力
の増力rJと節約の方法は基本建設の)1国序tこ厳格に基づ、く精確な調査，設計と施工の進行であるO
工事施工の経営管理にあたっては独立採算制を採用し3 工事現場の検査を組織強加L，技術管
理を強力日L，工事と材料の品質を保証し，建設工事の生産費を低減する。
この四点の工作を完遂するためすべての企業は，企業中の民主管理を十分に行い，労働者，技
術人員と職員の積極性，創造性と団結力を教育動員し，労働と技術を密設に結合し合理化提案
を支持し，先進的な生産方法を推拡し愛国主義的労働競争を展開することが要請されている Q
増産節約運動における愛国労働(生産〉競争は，いわば中国におけるスグハノフ運劫で，一九
五一年中に二百三十八万人の労働者がこの競争に参加し，五二年上半期は全職1の7¥0%以上
の参加を見ている。10
増産節約運到の実践的 I-J的は「抗芙‘援i~}J の完全勝利を支持する」ことであるが3 さらにこの
述引は「やがて到来する大規悦工業建設の不r1欠な準備工作」であると規定されるο 抗美援朝
運動は，土地改革と反革命鎮圧運加とともに， ~I主1%2工業建設のための基本的準備工作を行つ
9 字山_-古~， _r __山報告._r :);j書. 1'.1'. 8(i-mS. 
]0 李I;TJ春， -:_;'I~:!ミ我 [ilj iご奇的[:Vi復5発民， ヅL}r:二二年九)J _ Iム九1. U品z当， P. P. 120-121. 
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たものである」 とされ， 11 増産節約運動を国家工業建設の基本的準備工作ないしは大規模経
済連誌の不可欠な準備工作とすることによって，そこにおける消費と生産の二改策要素間にお
ける矛盾を止場しようとしたものであった。 I正司防を室岡にすることはわれわれの肯要な任務
であるから，工業建設においては，まづ国防と密接に関連する重工業を強加しなければならな
いJ12 としづ，そのことによって大規模工業建設の一面の性格を知りうるのであるが，要する
に， ;[日産節約運動に指向される抗美援朝の完遂と大規模工業建設の不可欠な準備工作という二
つの政策目的は国防と支援および経済発展の相反的性格をもつものであって，それらの同時的
実現はきわあて困難であった。
工業建設の任務を実現するため，積極的に完成すべき準備工作は次の五項目に集約されてい
る。13
〔う 計劃工作の強化各級人民政府の計劃機構を強加L，全国工農業の情況，発展速度と
建設重点の研究に着手し，各種経済の関係を研究調整し国家建設計劃の下で各々その所をう
るやうにする。
(二〉 資源調査工作の強力日 現在地質工作指導委員会の指導で，重点的に一部の一仁作が進め
られているが，今後全園地質人才を集中し，地貫工作の機構をだ突し，資源調査に起りがちな
官目性と分散性をsJill:L，工作の実効を早める。
地質調査工作によって東北の炭日は十倍，華北の炭田は一六倍に拡大される。又華ftの鉄鉱埋
蔵量が当初の十倍に速することが実証されている。1生
〔三〕 新人才の大量養成 政務院財政経済委員会は，政務院文化教育委員会と中央教育部の
幹部養成計劃の外に，現在の伎術幹部と知織分子の自己教育を助け，政治上技術上の向上を計
る。二，三年の中に各種の業務主校と訓練班等で、失業:知織分子を吸収し，思想教育と技術教育
を進める。広大な労働大衆から大量の技術労働者を養成するため，国営，公私合営，私営企業
と手工業で，技工学校，芸能学校，技術夜!J去校，印ji徒契約等の形式を計劃的に行う。
一九五二年八月中に職工の業余学校入学数は三百二万人に濯L，工農幹部，産業労働者，農
民中の文官一千余万人が一九五二年末に識字工作うをけている。15
01:) 各主要産業と各重要専門管理局の設計能力と設計機構の強力[1，設計人才の計劃的養成
と全国的な設計組織の迅速な設立基本建設の指導と施工機構を強力日し全国公営，私営の工
11 李富春， rt国工業的目前情況在l我{門的努力方向，上掲奮， P. 9). 
12 李富春， J_'.掲論文， J二掲書， P. 98. 
13 ;李富春， .1二掲論文， J二掲主， P. P. 9J-92 
14 '1"四光(中国科学涜ÏiÎ~暁長)，三年来'1"国的科学工作ィー九五二年九月:十八 11 ，人民出版社編， "1.'華人
民共和国三年米的偉大成就， P. 137 
15 馬叙倫(中夫人民政府教育部部長)，三年来中国人民教育事業的)Jx'就，一九五:年九月♂".-j'C-'L!， J'.f{j¥ 
議， P. 129 
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事建設の管理と監督を強加する。専門の工事作業隊を組織養成し，基本建設の力量を発揮し
基本建設中の浪費現象を克復する。
く五) 工業設計に関係、ある科学研究工作の強加と必要な科学機械と研究設備の充実 科学院
と技術管理局に協力して，全国主要生産物の標準規格と工業度量簡を統一し，工業生産物の品
質を引上げ，技術管理工作の計劃性を強加する。
増産節約運動は生産を増加し，国家経費の節約を励行し，それを大規模工業建設の準備工作と
する運動であるが， この目的の実現は政府機関人員の適切な指導と公私工商業の円滑な調整に
かかっている Q ところが政府機関人員と私営工商業者の前時代性によっ-C，指導の適切jと調整
の円滑を欠き，ために財経工作を空転させ，経済の快復発展を制約する事故が発生Lた。政府
おしょくしゅ5b'-"
機関人員の貧汚j浪費と官僚主義，いわゆる三害に反対する三反運劫，ついで私営工商業者の
ぞヨわい 記つずい てぬきめペらし
行賄，倫税漏税，国家資材の盗薪， 1術工減料と国家経済情報の盗子昆いわゆる五議に反対する
五反運動が展同され，両運動あいともなって政府機関人員と私営工業者の前時代性の徹底的な
粛清が企図されたのである。16
中国においては周代に士太夫の制s 案代に九品の制があり，いわゆる官僚支配機構がふるく
から確立されている。この時代の官僚機構の成員は武士，地主の封建賞候であるが3 唐代にお
ける科挙の制は官僚機構の成員として新興階級たる商業資本家を加え，官僚機構を著しく変容
させた。科挙の制は官僚登用を公開したものとしてではなく， 商業資本家階級を支配機構に参
加させ3 封建制に対する，そのi1E取的相反性を緩和させたL、という意味において， >i!国官僚機
構の成長にとって大きな意義をもつものである。辛亥革命は上・代におけるどの易i止革命よりも
官僚機構に与えた影響大きいものであったが，官僚，地主と資本家階級の具体|司心的関係を完
全に解体することはなく，かえってこれを強力日しさえした。たとえば公債を媒介とする政府と
金融資本家との関係，あるいは蒋，宋，子L 陳のいわゆる四大家肢による政経の聾断は，何よ
りもこの事実を雄弁に証明している。新r{cI固における三反，五反運動の展開は新民主主義的革
命もなおかつ中国伝来の官f創設椅を徹底的に解体させえなかったことを表示するものである。
三反，五反運動が移風易俗の社会改革であるとする所以であった。しかしこの三反，五反運動
も完全に官僚機構を解体させることはなく，さらに一九五三年初頭から官僚主義，命令主義と違
法乱紀反対の新三反運動が展開されているよ17まことに中国官僚機構は「炭深革問」であるとい
わなければならない。
16 陳立与
三日芸~I'. ，
17 毛沢東，
在中華全国商業連合会議議備代尖会議1:的百持活，中Fli1国際貿易促進委員公私IC;三年米
i'Jjrfr l"iCl経済的成就， P. 95， 
打時資蓬階級在[:.海的深海高塁手，上海大公rR，ー づL五二年三月二十ご二日号.
在中華人民協商会議第一 '18:1第 IL~次会議的講話， J'，潟大公報，ー ブcil::ij二二月七lJ号e
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百 三;夜、3ifi運動下の関経工作
三反，五反運動は!日社会の遺物である国家建設に危害をケ‘え社会の前進を阻碍する三害，五毒
を除去し，国民経済建設と正当な私営二r:商業の発展に対し有利な条件を剖造するものである。18
私営工商業の改造はすでに一九五O年六月以来工商業の調整として一個独立した財経工作と
して重点的に実施されているが，三氏五反運動の新しい基礎において，新しく提起された私
公工商業の問題は次の如く解決されている Q
〔一〉 合理利潤問題私営企業の存続発展が許されているのであから，そのための利潤獲得
と資木の蓄積は承認されなければならなL、。しかし私営企業の国家資本主義的改造過程に，生
産設の虚報と去手1]現象が発生したので，私営企業の加工と製作注文について，正常合理経営の
下で午利潤率を資本の~Oアム二O:;b，三0%と決定した。
て心者
(二) 力1fT.と製作注文の規格問題私営工場に対する国家の加工と製作注文に際して， 1命工
めベらし しゅヨわいおし J:(
j成什の現象と公務人目中に多くの受賄貧汚分Fが発見された。これは契約書の規格規定に甚だ
しく具体性がなく，カID:，製作の準慌が明確に規定されていなかったためで、あるO 中央貿易部
は大都市においてに商局，カfI工企業3 工高I鼠工会骨:を参加させて関係各業の規格会議を召集
し，各地各業の宍1古に応じて，具体的な加工，製作注文の規格と験収標準を作成LtこO
(三) 城郷物資交流問匙i三反，五反の最も緊迫した時期に工商業の停滞現象があったが，
大大的な加工，製作注文で市場情況が好転したっところがその後都市に工業品の滞貨があり，
小都市と農村に工業品の欠之と土産品の滞貨が生じ，城野物資交流を推広する必要ができた。
天津，上海における物資交流大会の好経験にもとづき，城御物資交流を全国的規模の運動に拡
大したO 一九五二年全国各地の物資交渉大会の共有j契約数は一万四千余件，一万余億元に達し
たと伝えられる 020
(四〉銀行利息、問題長年にわたって銀行の貸付利Fは非常に高く，工商業の発展に不利な
影空~を与えていた。過去の銀行頂金と貸付の不IjIが高かったのは物価の不安定なためで、あった。
この二年間に金高へ物価の安定があり，銀行利子引下げの時期がすで、に成熟したっ一九五二年
六月二 fつrて日，人民銀行は全国の銀行に対L，一九%から五0%の未Ij:Y引下げの実臓を命じて
いる。この利f引下げ措置は次の三点の特色をもっといわれる。11ー.貸付利率は一定の差別
18 陳 ;ユミ， 在r[1華全国工[自業~9~'ci'会議浦代夫会議ー 上β句講話， 一九五二年六月二十四El， 中国国際
貿易促進委員会編，三年来新'1'1卦経済的成就， P. 95. 
19 I策 22， 上掲講和， _L-.J昌吉， P.P. 95--99. 
2，) 4M1d木， 三年来全l司商業|向調皇室与発民，上1[0主， P. 15:-L 
Xl k海大と q~R， イブraj二年六月二十ノ日号.
(lEO) 
新中間におげる三反、 7百反運動と運動下の財経工作 181 
を設け，生産を指導L，一1:商業の経営改菩を援助する。二.全市の銀行銭荘の利率と人民銀行
の利率を統一する。三.貯蓄預金と一般頂金の利率を高め，人民の貯著を奨励するO 改正新貸
付月利子率(原率〉は工業，交通3 文教衛生事業えの担保貸付一ヶ月一分O五から一分三五，二
ヶ月一分三元から一分五，三ヶ月左それ以と一分五から一分六五， (三ヶ月未満二分一，三ヶ
月以上二分二)，商業担保貸付一ヶ月一分三五から一分六五，ニヶ月一分六五から一分八， 三
ヶ月とそれ以上一分八から一分九五(一ヶ月未満三分二，一ヶ月とそれ以上二分三)，担保為替
一分三五(一分九五)，輸入貸付一分五(一分九五)，輸出貸付一分三五(一分九五)，大型水利貸
付O分七五， 都市手工業貸付と私営農林漁牧貸付は工業貸付と同じ， 漁業運送販売一分三五
(一分五)，同業手形割引一分五(二分四〉であるσ 改正当日の市中銀銭の利子率(上海利率委員
会掛息〉は担保貸付二分間，信用貸付二分五五で、あった。開国当初は間金識がばっこし，一九
同九竿十二月二十三，四日の両日は日利千元につき九O元に達した022 一九千1.0竿十月十六日
人民銀行(天津〕の改正貸付利子率は，た左えtí，公営担保貨付二分CJ-~，同信用貸付一分八，
私官商業一ヶ月三分九，同工業一ヶ月から三ヶ月三分六の高率で、あった。23
(五〕 税収問題 若干都市において個々の工場，商屈に対して本年の所得税徴収計惇は不当
に高く，税務長の態査も不良で、怠った。これらは各地の財政経済委員会で検査中であり，税務
覆議委員会で再審査中である O 当時施行の税法は一一九五O年六月の税務会議で草定したもので
あるが，施行の結果，宍際に則したもので、あるとされている。税収の調整は既に一九五O年六
月から~I:商業の調整と共に独立的な工作と Lて実施されたもので‘為った。
〔六〉 労費関係問題 私営企業中大企業の労資関係は正常であるが-~部小工場，商屈で問
題がある。たとえば，資本家は職工が彼等の王毒を暴露した報復として休業，給料の不払を行
い職工は過去の待遇不良をたJ、て過渡の要求をした。企業経営管理と人事の職権は資木家に属す
べきであるが，資本家は政府の法令を守り，職下.の待遇を改苦=するこ義務がある。労演は双方協
議を採用し団体協約の締結を継続する。
(じ〉 三害，五毒の!坊・止問題 三反，五反運劫は政府機関を腐敗させ，国家建設を危うくし，
社会の前進を阻む三筈，五毒を除去して，国家建設のため有利な条件を創造するのが目的であ
るO この運動中，国家機関人員の四.五%，北京，上海，天津，漢口，広州，海湯等九大都市の調査
ご1:商業四五万戸中の七六%に，摘発と自白によって，三害，五毒のあることが証明されたo 24 
22 :=F.達夫， 一年来的利率，経済導報，二O二号.
23 王達夫， J二掲論文，上掲雪.
24 薄慢， rjc，華人民共和国三年来的)JlG就，一九矛T.:~.I，r九月二十六 íl ， r l'国間際貿易促進委司会踊，
二:年来刻[1'回経済的JN)j沈， P. 102. 
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三反五反運動は三害，五毒を除去し労働者階級の国家における指導的地位を輩固にし， 25
国家企業の指導権を確立し，社会主義的社会建設の基盤である大規僕工業化を準備する工作で
あった。三反，五反運動後，労働者階級は名実共に企業の主人となり， 26国家企業は一九五二
年(五O年〉商業において六二二九%(阿四.四%)，工業において六七.三:%(同三.八%)幻
をしめ，すでに経済の主導権を竿握した。私営企業の国家資本主義的改造は，たとえば加工と
製作注文は，一九五二年六月上.海私営工場営業総額の八0%，天津同じく六0%，広州私営工
場の五0%以上 28 また農民と手工業者の {Il~体経済の組織化は，一九五二年六月合作社数三万
六千余個，社員一億六百余万人29 に示されるやうに顕著な事実として現れているO 戦前を~O
0 とする，一九五二年の電力一一五，石安ゴ10，石油一三六，銑鉄~O四，銅錠一五五，鋼材
一六七，セメント一四八，綿糸一四四， 1'1息子げ一六一，祇二三四，捲煙葉一四五，マッチ一一一，
小麦粉~O六， 29 糧食一一六.九，棉花一五三.三，葉煙草二五三.三30 の生産指数は，一九
五二年中国経済が完全に肱復L，新たな発展の段階に入ったことを示しているO 生産財と消費
財の生産比率は，一九五二竿(四九年〉四三.八対五六.囚(三:二. lî:)(~'六-l;.五)31，産業
構遣における工業の比重はなお三0%にとどまるが3 生産構造における生産財の比重がいちじ
るしく大となり，工業化の実相を鮮明に表わしている。国家財政収支において，一九五二年は
前年実績に比べて，収入凹0. 六六%~支出五五.五二二%，， 32 の増加を示l，収支の完全な均
衡を実現している。
三反，五反運動之竺i運動下における財経工作は，上掲の数字が示すとおり，その実施目的を
ト分達成したものとL、いうるであらう。もちろん土掲の数字は三氏冗反運動の実施のみに帰
せられるものではなく，統一国家財経工作， ~r. j前業の調整等の実確による綜合的成果であるO
毛沢東は，一九五O年六月中国経済を根本的に好転させる三ヶ条件として土地改革の究成，現
存工商業の調整および国家機問所要経費の大量節減をあげ， この__.ヶ条をたたかいとるため必
要な期聞を三年と Ltこo 土地改革は一九五二年末完了し， :-r.j釘業の調整と国家機構所'if経費
25 薄一波('1閏共産党中央委邑)， '11華λ民非和国三年来的成就，一九五O年九月士|六日，'1同
国際貿易促進委員会編，三年来新'1国経済的成就 P. 102. 
26 頼在愚(中華全国徐て会F町、事長)，大鹿院経済建設前夜的中国t人階級，一九五:年九月 1-六円，
上掲書， P. 177. 
27 薄一波，上掲報告，上掲書， P. 65. 
28 銚依林(中央人民政府商業部副部畏)， 三年来全国商業的調替与発展， 一九T，:二年九月三十日，
上掲書， P.P. 156-157 
29 程子章(1'基金国合作社聯合総在副主任)，三イr:来新'1国合作在的1&就，一九Jr:_:年九月卜五日，
J_:掲書， P. 165. 
30 李TV;~手，三年来我国工業的恢復発民，一九千r:: 年九月一: IブLIJ，[..m書， P. 122. 
31 三聯書広編，完了[中IT的農業生産， P. 2凶
32 今一宮春，上掲論文， J二掲者， P. 123. 
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の節減は増産節約運動と三日，五反運動を経て五二年末所期の成~をあげている。一九五二年
は，じつに毛沢東のいう中国経済を根本的に好転させるに必要とした三年目である。しかも一
九五三年は第一次五ヶ年計劃の開始された年であった。 中国経済の根木的好転をたたかいとる
期間は中国経済の社会主義的工業化，大規模経済建設の準備期間で、あったので、ある。
新民主主義的社会は社会構成要因として社会主義的要因と資本主義的要因をもっ二重体制の
社会であるO したがってこの社会のもつ過渡期とLての二重性格は草命をして財経上の民主主
義的改革を行い，いわゆる資産家'階級的民主主義革命の基本任務を遂行L，同時に社会主義的
要因を培養発展させ，社会主義的社会を建設するいわゆる無産者階級的社会主義革命を玉遂行ず
る使命をおわせる。
李富春は「三反，五反運動をへて，われわれはすでに基本上民主改革を完成したJ3aとし、し、
毛沢東は三年〔一九五O年~五二年〉ヰ1に大規模経済建設の準備工作を完成するとしづ 034一
九五二年は， この意味で財経土における資産家階級的民主主表的革命の基本任務を完成L，か
っ社会主義的革命における小段階の経過を表す劃期点であると考えなければならない。いわゆ
る「過渡期」の問題がこの年以後漸く活設に論議されるにいたった事|育は，このやうな革命の
経過に則応するものでなければならない。
一九五O年から五二年の三ヶ年5 すなわち統一国家財政経済工作から工商業の調整および三
反3 五反運動にL、たる期間は，要するに社会主義的草命における劃然とした初羽小段階をif3成
するものであり，三氏五反運動とさi運動下における財政工作はこの草命の小段階における
環節としての意義をもつものである。
(昭和30年5月31日受理〉
33 薄~ìlJi:， 上限J報告，上J呂書， P. ]23. 
34 李富春， J二掲論文，上問者， P. ]25. 
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